
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

九州大学の化石研究と標本

松隈, 明彦
九州大学合研究博物館 : 教授 : 古生物学・鉱物学

https://hdl.handle.net/2324/18905

出版情報：貴重文物講習会. 40, 2011-01-21
バージョン：
権利関係：



九州大学の化石研究と標本九州大学の化石研究と標本

松隈明彦松隈明彦

（総合研究博物館）



化石とは何か

・体(体化石)

＊地質時代の生物

・生活の痕跡 (生痕化石)

＊地層中に保存＊地層中に保存







化石のできる場所

・堆積岩(火成岩、変成岩)

最古の堆積岩 38億年前

最古の化石 35億年前(38億年前？)

＊化石ができた場所・生活していた場所が一致(原地性化石)

＊化石ができた場所・生活していた場所が不一致(異地性化石)＊化石ができた場所 生活していた場所が不 致(異地性化石)



能古島の植物化石能古島の植物化石



福岡市周辺の地質図福岡市周辺の地質図

久保ほか(1993)



化石からわかること化石からわかること

・化石となった生物が生息した環境(示相化石)

・化石を含む地層ができた時代(示準化石)

化石となった生物が生息した環境(示相化石)

・生物が生息した証拠

・習性

三葉虫 (Lebrun, 1995)



II 習性の化石II. 習性の化石
（１）食性の痕跡（生痕化石）
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（Sohl, 1969)

（松隈 1976）



タマキガイ科の姿勢タマキガイ科の姿勢

（松隈MS）
（Thomas 1975)

（松隈 ）



（２）二枚貝の姿勢（２）二枚貝の姿勢





多様性の変化多様性の変化

科

大量絶滅

古生代 中生代 新生代古生代 中生代 新生代

(Sepkoski, 1990を一部改変)



九州大学の化石研究と標本

理学部地質学教室(＝地球惑星科学教室)
松本達郎(アンモナイト) 石橋毅(アンモナイト)松本達郎(アンモナイト) 、石橋毅(アンモナイト) 、

棚部一成、(アンモナイト)、平野弘道(アンモナイト)

勘米良亀齢(フズリナ、サンゴ)

鳥山隆三(フズリナ)、柳田寿一(腕足動物）、杉山哲男(サンゴ)、

長井孝一(礁生生物）

首藤次男(二枚貝、巻貝)、速水格(二枚貝)、松隈明彦(二枚貝)

大塚裕之(脊椎動物)
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教養部地学教室(＝比較社会文化研究院)
浦田英夫（カメ、巻貝)

西弘嗣 (微古生物)

総合研究博物館

イノセラムス(野田雅之)、現生二枚貝・巻貝(佐藤勝義、池辺進一）
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Iw-II-5-1⽯板写真Iw II 5 1⽯板写真
A:層状藻類（または層状微⽣物岩，Ｂ：ケーテテス海綿，Ｃ：四放サンゴ）

（長井孝一氏作成）



松本達郎名誉教授寄贈

地質学・古生物学文献
松本達郎名誉教授寄贈

データベース
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データベース



化石標本の特徴(1)
・硬質部、雄型・雌型硬質部、雄型 雌型

・形態に関する情報が中心

・物質に関する情報：変質している可能性物質に関する情報：変質している可能性



化石標本の特徴(2)
・重量重量

・ほこり

温度 湿度 紫外線・温度・湿度・紫外線

・ラベル：

Reg. no.                                         Family

Scientific name

Japanese name

Locality

Horizon

Collecting date                              Collector



現生貝類標本現生貝類標本

化石研究のための

比較標本比較標本



外来種
オオクビキ ガオオクビキレガイ


